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寒さ続くも桜が開花
庶野さくら公園

今年は、寒い日が続いた影響もあって、全道的に開花が遅れま

した。

町内の庶野さくら公園も、平年より1週間ほど遅い5月18日に満

開を迎えました。この日の午後、さくら公園には帯広市内の高校

生の団体がバスで訪れていました。高校生は写真部の生徒達で、

カメラを手に園内を散策しながら、思い思い桜の撮影を楽しんで

いました。

樹齢300年以上の夫婦桜。

今年も元気よく花を咲かせました。

Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ Ｅｒｉｍｏ
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地
元
の
方
々
の
温
か
い
気
持
ち
に
感
謝

道
立
庶
野
診
療
所
所
長
の
清
水
公
男
先

生
か
ら
、
町
に
石
の
彫
刻
作
品
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、
庶
野
さ
く
ら
公

園
に
設
置
さ
れ
、
兵
庫
県
の
生
駒
六
甲
御

影
石
を
使
用
し
、
高
さ
六
十
㌢
、
長
さ
四

㍍
、
幅
五
十
㌢

で
重
量
が
三
・
五
ト
ン
ほ

ど
。
彫
刻
の
上
に
乗
る
こ
と
も
で
き
「
み

ん
な
が
仲
よ
く
繋
が
り
を
持
て
る
舟
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
一
日
、
庶
野
さ
く
ら
公
園
で
の

除
幕
式
で
は
、
来
賓
者
ら
と
住
民
百
人
余

道
立
庶
野
診
療
所

清
水
公
男
先
生
が
石
の
彫
刻
「
み
ん
な
で
乗
る
舟
」
を
寄
贈

が
見
守
る
な
か
、
岩
本
溥
叙
町
長
、
清
水

先
生
、
彫
刻
家
の
杉
本
準
一
郎
さ
ん
、
渡

部
泰
町
議
会
議
長
、
寺
沢
康
憲
庶
野
連
合

自
治
会
長
、
佐
々
木
則
雄
庶
野
さ
く
ら
保

存
会
代
表
の
六
人
が
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

清
水
先
生
は
「
最
初
の
頃
は
八
年
間
も

除幕式で挨拶を行う、清水公男先生

庶
野
診
療
所
に
い
る
と
思
っ
て
も
い
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
り
、「
一
緒
に
働
く
看

護
師
や
事
務
の
方
、
地
元
住
民
の
温
か
い

気
持
ち
の
な
か
で
、
八
年
間
や
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
彫
刻
作
品
を
寄
贈
し
よ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
「
金
沢
大

学
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
杉
本

さ
ん
の
個
展
を
鑑
賞
し
た
際
に
、

地
元
住
民
の
温
か
さ
に
触
れ
、
こ

の
ま
ち
に
自
分
が
在
住
し
た
記
念

と
し
て
寄
贈
で
き
れ
ば
と
い
う
思

い
か
ら
、
杉
本
さ
ん
に
相
談
し
実

現
し
ま
し
た
。
来
年
の
三
月
ま
で

は
必
ず
庶
野
診
療
所
に
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
迷
惑
に
な
ら
な
け

れ
ば
、
も
う
し
ば
ら
く
庶
野
診
療

所
で
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

今
後
の
抱
負
を
語
り
、
寄
贈
し
た

製作を作業を行った彫刻

家の杉本準一郎さん

彫
刻
作
品
に
つ
い
て
「
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
提
供
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

岩
本
町
長
は
「
昨
年
末
に
、
清
水
先
生

か
ら
庶
野
地
域
に
お
世
話
に
な
っ
た
記
念

に
何
か
を
残
し
た
い
」
と
話
し
が
あ
り
、

「
辞
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
清
水
先
生
の
話
を
聞
い

て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」
と
寄
贈
の
経
緯

と
清
水
先
生
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
彫
刻
作
品

へ
の
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

除
幕
式
の
後
、
杉
本
さ
ん
の
知
人
で
、

桜
の
原
産
地
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
出
身
、
北

イ
ン
ド
発
祥
の
弦
楽
器
で
あ
る
シ
タ
ー
ル

奏
者
の
サ
ワ
ン
・
ジ
ョ
シ
さ
ん
が
、「
襟
裳

岬
」
な
ど
三
曲
を
演
奏
し
、
三
味
線
奏
者

の
佐
々
泰
子
さ
ん
が
三
弦
独
奏
曲「
去
来
」

き
ょ
ら
い

な
ど
二
曲
を
演
奏
。

最
後
は
二
人
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
歌

曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
合
奏
し
、
訪
れ

た
人
は
、
シ
タ
ー
ル
と
三
味
線
の
音
色
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

清水先生から寄贈された「みんなで乗る舟」

シタール奏者

サワン・ジョシさん

三味線奏者

佐々泰子さん
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第３回えりも「うに祭り」

今が旬の春ウニを求めて

寒さのなか長蛇の列
購入整理券を求めて長蛇の列

今
年
は
、
ウ
ニ
が
不
漁
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

る
な
か
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
、
会
場
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
は
、
町

内
外
か
ら
三
千
人
以
上
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

に
ぎ

し
た
。

当
日
は
、
肌
寒
く
時
折
小
雨
が
降
る
な
か
、
目

玉
で
あ
る
殻
付
き
バ
フ
ン
ウ
ニ
が
十
個
で
千
円
、

塩
水
ウ
ニ
が
一
パ
ッ
ク
千
五
百
円
、
塩
ウ
ニ
が

一
パ
ッ
ク
千
八
百
円
の
二
千
セ
ッ
ト
が
格
安
販

売
さ
れ
る
た
め
、
購
入
整
理
券
を
求
め
て
配
布

が
始
ま
る
午
前
九
時
前
か
ら
千
人
を
超
え
る
長

蛇
の
列
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
漁
協
女
性
部
が
作
る
二
百
食
限
定
の

ミ
ニ
ウ
ニ
丼
の
抽
選
会
に
も
多
く
の
来
場
者
が

並
び
ま
し
た
。

各
出
店
団
体
が
販
売
し
た
カ
ニ
汁
、
焼
き
ツ

ブ
な
ど
の
食
べ
物
を
堪
能
し
た
室
蘭
市
の
家
族

は
「
朝
四
時
に
室
蘭
を
出
発
し
、
う
に
祭
り
に
来

た
。
ウ
ニ
な
ど
、
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
な
か
っ
た
。
ウ
ニ
が

お
い
し
く
寒
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
」、
札
幌
市
か

ら
来
た
男
女
は
「
ウ
ニ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。
ウ
ニ
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

今
回
か
ら
始
ま
っ
た
「
え
り
も
○
×
ク
イ
ズ
」

四
月
二
十
七
日
、
今
が
旬
で
味
の
よ
い
え

り
も
の
春
ウ
ニ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、

第
三
回
え
り
も
「
う
に
祭
り
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

で
は
、
最
後
ま
で
勝
ち
残
っ
た
三
十
人
が
、「
う

に
つ
か
み
ど
り
」
を
両
手
に
ゴ
ム
手
袋
を
は
め
、

一
つ
で
も
多
く
の
ウ
ニ
を
つ
か
も
う
と
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

正
午
の
「
お
楽
し
み
も
ち
ま
き
大
会
」
で
は
、

各
出
店
団
体
か
ら
海
産
物
な
ど
が
当
た
る
抽
選

券
付
き
の
も
ち
が
ま
か
れ
、
イ
ベ
ン
ト
は
、
多

く
の
来
場
者
で
大
盛
況
の
な
か
終
了
し
ま
し
た
。

清
水
先
生
が
寄
贈
さ
れ
た
石
の
彫
刻

作
品
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
十
一
日
、
庶
野

さ
く
ら
公
園
で
、
襟
裳
岬
以
東
地
域
マ
リ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
が
主
催
す
る
え
り

も
の
前
浜
で
水
揚
げ
さ
れ
た
海
産
物
を

販
売
す
る
「
え
り
も
海
の
幸
直
売
会
ｄ
ｅ
で

し
ょ
や
～
」
が
午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。

訪
れ
た
人
は
、
漁
協
職
員
な
ど
が
販
売

す
る
庶
野
産
煮
だ
こ
足
・
殻
付
き
う
に
・

灯
台
ツ
ブ
な
ど
水
産
物
が
格
安
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
協
女
性
部
が

作
っ
た
マ
ス
あ
ら
汁
は
、
訪
れ
た
人
の
冷

え
た
体
を
温
め
ま
し
た
。

海
の
幸
直
売
会

庶
野
産
海
産
物
を
販
売

マスあら汁で体を温める

一つでも多くのウニをつかもう

と挑戦

購入した殻付きウニ1袋10個入り

を受け取る来場者



ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の基準を満たしている安全な

お薬です。

※ご希望される場合は、必ず主治医や薬剤師によく相談しましょう。

効き目・安全性について

●「年金からのお支払い」から「口座振替」に切り替わる時期は、お申し出の時期により異なります。

●税申告の際の「社会保険料控除」は、お支払いする方に適用されます。

（年金からのお支払いの場合、お支払いいただくご本人の社会保険料控除の対象となります）

ジェネリック医薬品を利用すると、お薬代が安くなります。

薬によって異なりますが、新薬より3割以上、中には5割以上安くなるものもあります。

価格について

■ ジェネリック医薬品の利用について

●医療機関で処方される薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）があります。

●ジェネッリク医薬品の処方を希望される方は、医師や薬剤師にその旨を伝えるか、医療機関や薬局

の受付窓口に「希望カード」を提示することによりお願いすることができます。

「希望カード」が必要な方は役場保健福祉課医療給付係までお問い合わせください。

●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、まずは相談しましょう。

●具合の悪いときには早めに受診し早めに対処しましょう。

●同じ病気にいくつもの医療機関を受診することは控えましょう。

●休日や夜間に救急医療機関を受診しようとする際には、平日の時間内に受診することができない

か、もう一度考えてみましょう。

■ 病院にかかるときはこんな点に気をつけましょう

自分自身のからだの状態に関心と責任を持ち、お医者さんとの対話を大切にしながら、病気に向き

合っていくようにしましょう。

4

保険料のお支払い方法は、「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。

◆ 保険料のお支払い方法

お問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合

〒060-0062

札幌市中央区南2条西14丁目

国保開館6階

緯011-290-5601

お住まいの市町村

役場保健福祉課医療給付係

緯2-4622

「口座振替」を希望される方は、役場保健福祉課医療給付係へお申し出ください

（お申込みに必要なもの：ご本人の保険証・お支払いする口座の預金通帳とお届け印）
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 平成25年度の保険料等について ～

■ 7月に保険料額をお知らせします。

平成25年度の保険料につきましては、7月に個別にお知らせします。

○1年間の保険料の上限額は55万円です。

○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いた

ものです。

≪保険料の計算方法≫

1年間の保険料

（100円未満切り捨て）
＝

所 得 割

【本人の所得に応じた額】

（平成24年度中の所得－33万円）×

10.61％

＋

均 等 割

【1人当たりの額】

47,709円

◆ 保険料の軽減

均等割の年額軽減割合所得が次の金額以下の世帯

【年額】 4,770円9割軽減岳33万円かつ被保険者全員が所得0円
（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）

【年額】 7,156円8.5割軽減岳33万円

【年額】23,854円5割軽減岳
33万円+（24万5千円×世帯主以外の

被保険者数）※単身世帯の方は該当しません

【年額】38,167円2割軽減岳33万円+（35万円×世帯の被保険者数）

①均等割の軽減（年額）

●軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。

●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

③被用者保険の被扶養者だった方の軽減

●この制度に加入したときに被用者保険の被扶養者だった方については、所得割はかからず、均等

割が9割軽減となります。

※被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市

町村の国民健康保険等は含まれません。

②所得割の軽減

●被保険者個人の所得で判定します。

軽減割合所得が次の金額以下の方

5割軽減所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

◆ 保険料の減免

保険料のお支払いが困難な場合は、役場保健福祉課医療給付係へご相談ください。

災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料のお

支払いが困難な方については、保険料の減免が受けられる場合があります。
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保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

町
民
に
多
い
脂
質
異
常
症

●庶野診療所（緯4-2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合・ヒブ・小児
用肺炎球菌、不活化ポリオ、四種混合の個別予防接種
①実施日……毎週月・木曜（2日前まで予約）
②時 間……14：00～16：00

●浦河日赤病院（緯0146-22-5111）
ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種
小児科外来にお申し込みください。

①
脂
質
異
常
症
は
な
ぜ
怖
い
？

脂
質
異
常
症
と
は
、
血
液
中
の
中
性
脂
肪

や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多

い
、
あ
る
い
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
少
な
い
状
態
を
い
い
ま
す
。

脂
質
異
常
症
に
は
自
覚
症
状
が
な
い
た

め
、
数
値
が
高
い
と
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

脂
質
異
常
症
を
放
っ
て
お
く
と
血

管
の
内
側
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
蓄

積
さ
れ
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
ま

す
。

動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

日
本
人
の
四
人
に
一
人
は
脂
質
異

常
症
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

え
り
も
町
で
特
定
健
診
を
受
け
て
い

る
方
の
中
で
、
特
に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
高
い
方
が
多
い
で
す
。

②
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
く
な
る
原
因
は
？

中
性
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

上
が
る
原
因
と
し
て
は
、
食
生
活

（
脂
身
の
多
い
肉
類
・
バ
タ
ー
な
ど

●町立診療所
麻しん風しん混合予防接種
前週金曜日までに保健予防係へお申し込みくだ
さい。

の
動
物
性
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
、
野
菜
不
足
、

過
食
）、
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
、
肥
満
、
体

質
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
生
活

習
慣
の
影
響
で
脂
質
異
常
症
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

③
脂
質
異
常
症
の
予
防
は
？

ま
ず
は
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
、
自

分
の
数
値
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
上
げ

て
し
ま
う
生
活
習
慣
を
送
っ
て
い
な
い
か
、

生
活
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

会 場時 間実施日行 事
町立診療所（要予約）15：30～16：004日(火)、18日(火)麻しん風しん混合予防接種
保健センター（個別通知）08：50～11：0011日(火)乳幼児健診
保健センタ－13：30～13：40

11日(火)

三種混合予防接種
保健センタ－13：40～13：50ＢＣＧ予防接種
保健センタ－13：50～14：00四種混合予防接種
保健センタ－14：00～14：10ヒブワクチン予防接種
保健センタ－14：10～14：20小児用肺炎球菌ワクチン予防接種
保健センタ－14：20～14：30不活化ポリオ予防接種
保健センタ－（要予約）13：30～14：3012日(水)、26日(水)日赤巡回診療
保健センター（要予約）10：00～13：3013日(木)つぶカレー料理講習会
庶野診療所（要予約）14：00～16：0027日(木)二種混合予防接種
保健センター（個別通知）13：15～14：007月1日(月)、4日(木)フッ素歯磨き教室
町立診療所（要予約）15：30～16：007月2日(火)麻しん風しん混合予防接種
保健センター(要予約)13：30～15：307月5日(金)離乳食教室(ゴックンベビークラス)

6月の保健メモ （連絡先 役場保健福祉課 保健予防係 緯2-4630）

①栄養バランスを気をつける。

・野菜、海藻を毎食とる。

・入浴後や寝る前のお菓子やアイスクリーム

を控える。

・肉や卵を控え、魚や大豆製品を毎日１品とる。

（魚の切り身は1切80扱、肉は50～60扱まで

にする。）

②毎日の生活に運動を取り入れ、適正体重を

維持する。

③ストレスを溜め込まない。

④タバコを吸わない。

コレステロールを下げる生活
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※実施時間ついては、若干前後することがありますので、あらかじめご了承願います。

※往診を希望する場合は、６月１４日（金）までに町民生活課環境生活係（緯2-4621）へお申し込み願います。

なお、往診の場合は、登録料及び注射料とは別に1軒につき５００円の往診料が必要です。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
飼
い
主
の

み
な
さ
ん
は
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
七
年
四
月
一
日
以
降
に

登
録
し
た
犬
に
つ
い
て
は
、
予
防
注
射

の
み
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
注
射
の
際
は
、
犬
を
押
さ
え

る
こ
と
の
で
き
る
方
が
必
ず
立
ち
会
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

生
後
九
十
日
以
上
の
犬

●
料
金

①
登
録
済
み
で
注
射
の
み
（
通
知
書

有
）

一
頭
に
つ
き
三
千
四
十
円

②
登
録
し
て
い
な
い
犬

一
頭
に
つ
き
六
千
四
十
円

※
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

※
登
録
済
み
の
方
は
、
後
日
役
場
か

ら
送
付
さ
れ
る
通
知
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

①
生
後
九
十
日
以
上
の
犬
の
所
有
者

は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
の

①町では、条例に基づき「野犬掃討」を実施して

います。放し飼いになっている犬は野犬、不要

犬として処分される場合がありますので、注意

してください。

②犬の飼い方についても、次のような決まりがあ

り、これを守らない飼い主は罰せられます。あ

飼い犬による被害や損害は、飼い主が損害賠償

責任を負うことになりますので、放し飼いは絶

対にやめてください。

※２ｍ以内の鎖でつなぎ、通行する人に接触

しないようにしてください。

※大型犬や人を噛む癖のある犬は、カギのか
か

かる「オリ」の中で飼育するなど、人に危害

を加えないよう注意してください。

※飼育場所は常に清潔にして、悪臭、ハエなど

が発生しないようにしましょう。

③犬も動物ですから当然ストレスがたまり、それ

が「夜中に吠える」などの原因となることもあり
ほ

ますので、ストレス解消に一日一回は適当な運

動をさせるなどし、近隣住民に迷惑がかからな

いよう気を付けましょう。また、犬の散歩のと

きにはフンなどは必ず持ち帰ってください。

～飼い主の皆様へ ～

実施時間実施場所地区名

19：15～19：25近浦多目的集会施設前近 浦

19：35～19：50旧笛舞生活館前笛 舞

10：00～10：10下笛舞共同作業所前〃

10：20～10：30村上牧場前大 和

10：35～10：45沼舘實さん宅横〃

10：50～11：00佐藤幸弘さん宅前〃

11：05～11：20汐見団地児童公園内〃

11：25～11：35夕陽ヶ丘団地内〃

11：40～12：00西えりも生活館前〃

13：10～13：20いさみ寿し駐車場本 町

13：25～13：35北海道エネルギー㈱えりもSS横新 浜

13：40～14：00山本建設前〃

14：10～14：20生活改善センター前〃

６月19日（水）

実施時間実施場所地区名

19：15～19：30木村マスヱさん宅前歌 別

19：35～19：50中野司さん宅前〃

19：55～10：05東洋共同作業所前東 洋

10：15～10：30旧漁協東洋支所前〃

10：35～10：50南東洋バス停前〃

10：55～11：05鎌田廣美さん宅前〃

13：20～13：40旧えりも岬生活館前えりも岬

13：50～14：00高田商店横〃

14：10～14：20佐々木忠芳さん宅前苫 別

６月20日（木）

実施時間実施場所地区名

19：15～19：25上歌別生活館前上歌別

19：40～19：50大沢廣紀さん宅前庶 野

19：55～10：05庶野共同作業所前〃

10：10～10：20漁組倉庫（駐在所横）前〃

10：25～10：45髙橋信紀さん宅前〃

10：50～11：00美島共同作業所前〃

11：20～11：30目黒生活館前目 黒

13：15～13：30役場駐車場内本 町

13：40～※往 診

６月21日（金）

葛葛葛畜犬登録・狂犬病予防注射日程表滑滑滑

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
登
録
は
一
回
で
済
み
ま
す
が
、
狂
犬

病
予
防
注
射
は
毎
年
必
ず
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
犬
が
死
亡
し
た
場
合
や
犬
の
所
在
地
、

飼
い
主
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
な
ど

は
そ
の
都
度
、
役
場
へ
届
出
が
必
要

で
す
。

④
今
回
の
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い

方
は
、
直
接
、
農
業
共
済
組
合
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
登
録
を
し

て
い
な
い
犬
は
、
先
に
役
場
で
登
録

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

《
申
込
先
》

日
高
地
区
農
業
共
済
組
合
え
り
も
駐

在
所
（
緯
二
‐
二
三
六
四
）

※
受
付

十
時
～
十
五
時（
平
日
の
み
）

畜犬登録畜犬登録とと
狂犬病予防注射狂犬病予防注射のの

お知らお知らせせ
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川
を
き
れ
い
に
清
掃
し

サ
ケ
稚
魚
放
流

四
月
二
十
三
日
、
え
り
も
町
商
工

会
青
年
部
（
佐
藤
博
久
部
長
）
に
よ

る
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
歌
別
川
河

口
か
ら
歌
別
漁
港
ま
で
の
清
掃
と
サ

ケ
稚
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
、
光
の
園
幼

稚
園
年
中
・
年
長
の
園
児
、
中
央
保

育
所
年
長
組
の
児
童
、
保
護
者
、
え

り
も
漁
協
職
員
、
建
設
協
会
会
員
な

ど
約
百
三
十
人
が
一
時
間
ほ
ど
を
か

け
て
、
二
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
一
台
・
軽
ト

ラ
ッ
ク
一
台
分
の
ゴ
ミ
を
分
別
し
な

が
ら
拾
い
集
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
歌
別
さ
け
ま
す
ふ
化
場

へ
移
動
し
、
日
高
管
内
さ
け
ま
す
増

殖
事
業
協
会
の
清
水
勝
専
務
か
ら

「
サ
ケ
稚
魚
は
海
に
出
て
、
四
年
目

に
放
流
さ
れ
た
川
に
戻
っ
て
き
ま

す
。
サ
ケ
は
栄
養
分
の
多
い
大
切
な

魚
で
す
」
と
話
し
、
園
児
ら
は
商
工

会
青
年
部
部
員
か
ら
コ
ッ
プ
に
入
れ

ら
れ
た
体
長
五
丶
ほ
ど
に
成
長
し
た

サ
ケ
稚
魚
を
受
け
取
り
、
歌
別
川
に

合
流
す
る
水
路
へ
「
元
気
に
帰
っ
て

き
て
ね
」
と
声
を
か
け
放
流
し
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
商
工
会
青
年
部
が

今
年
か
ら
始
め
た
活
動
で
あ
り
、

「
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

みんなで海岸のゴミを拾う

え
り
も
初
の
指
導
林
家
に

五
月
七
日
、
安
孫
子
貢
さ
ん

（
庶
野
）
に
北
海
道
指
導
林
家
認

定
書
と
腕
章
、
バ
ッ
チ
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

北
海
道
指
導
林
家
と
は
、
優
れ

た
技
術
を
持
ち
、
模
範
的
、
意
欲

的
な
林
業
生
産
活
動
を
行
っ
て
い

る
森
林
所
有
者
に
北
海
道
知
事
が

認
定
す
る
も
の
で
す
。

日
高
管
内
で
は
十
八
人
の
方
が

認
定
さ
れ
て
お
り
、
え
り
も
町
内

で
は
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。
伝

達
式
で
は
「
指
導
林
家
の
名
に
恥

じ
な
い
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

指導林家に認定された安孫子 貢さん

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

中
の
四
月
二
十
五
日
、
消
防
え
り
も

支
署
前
で
光
の
園
幼
稚
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
園
児
二
十
九
人
が
、
火

災
予
防
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
え
り
も
支
署
が
、

幼
年
期
か
ら
火
災
予
防
意
識
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
、
中
央
保

育
所
と
光
の
園
幼
稚
園
が
交
互
に

行
っ
て
い
る
防
火
啓
発
活
動
で
、
園

児
は
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ

と
り
に
防
火
チ
ラ
シ
と
防
災
グ
ッ

ズ
を
手
渡
し
、「
火
の
用
心
お
願
い

し
ま
す
」
と
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ドライバーにチラシと防災グッズを渡す園児

生まれた川に戻ってくることを願い放流する児童
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え
り
も
岬
緑
化
事
業
を
学
ぶ

五
月
十
七
日
か
ら
の
二
日
間
、
緑
化

事
業
研
修
た
め
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
か

ら
六
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
森
林
管
理
を

進
め
て
き
た
優
良
事
例
な
ど
を
学
ぶ
た

め
、
岩
本
町
長
ら
関
係
者
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

視
察
研
修
団
は
「
研
修
最
後
の
年
、

緑
化
事
業
で
学
ん
だ
知
識
を
取
り
入
れ

て
、
国
の
森
林
緑
化
に
役
立
て
た
い
。

え
り
も
町
と
の
か
か
わ
り
を
今
後
も
継

続
さ
せ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

業
務
の
安
全
を
祈
願

五
月
十
四
日
、
日
高
東
部
運
送
事
業

協
同
組
合
（
秋
山
靖
典
理
事
長
）
は
、

今
年
六
月
に
開
催
さ
れ
る
「
え
り
も
岬

緑
化
事
業
六
十
周
年
記
念
植
樹
祭
」
へ

の
協
賛
金
五
万
円
を
組
合
加
盟
社
の
坂

田
組
土
珂
、
禍
富
川
重
機
、
珂
ホ
ロ
ト

ラ
建
設
興
業
が
役
場
を
訪
れ
、
岩
本
町

長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

坂
田
社
長
が
代
表
し
「
地
域
緑
化
の

た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

岩
本
町
長
は
「
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

五
月
八
日
、
日
高
管
内
さ
け
・
ま
す

増
殖
事
業
協
会
が
改
築
工
事
を
進
め
た

歌
別
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
が
昨
年
十
二

月
に
完
成
し
、
施
設
の
安
全
を
願
う
修

祓
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
六
十
人
が

参
加
。
坂
本
会
長
の
挨
拶
で
「
立
派
な

施
設
に
負
け
な
い
実
績
を
残
し
た
い
」

と
話
し
、
岩
本
町
長
は
「
獲
る
漁
業
か

ら
育
て
る
漁
業
へ
水
産
行
政
と
し
て
努

力
す
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

さ
け
稚
魚
放
流
式
が
町
内
の
小
学
生
六

十
五
人
が
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

襟
裳
岬
緑
化
事
業
の
た
め
に

五
月
十
九
日
、
日
高
東
部
消
防
組
合

え
り
も
町
消
防
団
（
桑
折
英
俊
団
長
）

主
催
に
よ
る
消
防
訓
練
大
会
が
、
ス

ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

か
れ
、
七
分
団
か
ら
団
員
百
二
十
七
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
車
操

法
訓
練
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
の
三

つ
が
行
わ
れ
、
連
日
、
仕
事
が
終
わ
っ

た
夜
間
に
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
、
技
術

の
向
上
し
た
成
果
を
来
賓
者
の
前
で
披

露
し
ま
し
た
。

各
分
団
の
訓
練
成
果
を
披
露
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色彩を持たない多崎つくると、
彼の巡礼の年
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「失敗と成功の体操」について

「中学生の反抗期」の扱い方

「真似」をして学び成長する

「親と子の信頼感」について考える

音声テープによるサービスで
す。電話をかけると音声が流
れ、各内容についてのアドバイ
スを聞くものです。
※会話はできません。

子育てテレホンサービス 緯2-3715

■できた！電気代600円生活／

はらみづほ

■できるゼロからはじめるらく

らくスマートフォン超入門／

できるシリーズ研修部

■ふしぎな110番／橘 哲雄

■検察に嵌められた政治家たち
は

《一般書》

■楽しくできる外小学生の国語

クロスワードパズル／学習

クロスワード研究会

■きつね、きつね、きつねがと

おる／伊藤 遊

■ぼくはたまごにいちゃん／あ

きやまただし

■魔女のシュークリーム／岡田

淳

村上春樹 著／鈴木宗男

■「尖閣問題」とは何か／豊下

楢彦

■ビブリア古書堂の事件手帖／

三上 延

死ぬことだけを考えて生きている大学生、多崎つくる。

そんな彼にとって、駅をつくることは心を世界につなぎ

とめておくための営みだった。あるポイントまでは…。

作家 村上春樹さんの3年ぶりの書き下ろし長編小説

です。

新し新しいい本
図 書 室 だ よ り

■ハピネス／桐野夏生

■パン屋を襲う／村上春樹

■ロスト・ケア／葉真中顕

今年も元気一杯に一生懸命頑張りました概

5月20日、第41回高齢者スポーツ大

会が町民体育館で開かれ、町内各地区

の老人クラブ9チームから230人が参

加しました。

毎年熱戦が繰り広げられるこの大会

は、各地区ごとに７種目の競技を行

い、優勝を目指し頑張りました。

この中の「幸運のイス」は、運も必

要なため、参加者は少しでも高得点を

取ろうと、どのイスに座るか考えなが

ら、競技を行っていました。

参加者は年齢を感じさせない元気一

杯の動きを見せ、競技に出場していな

平成25年度（第41回）高齢者スポーツ大会

くても、自分のチームを一生懸命応援

していました。

結果は、１位／えりも岬チーム（前

年度２位）、２位／東洋チーム（前年度

1位）、３位／西えりも（前年度６位）

となりました。

06/07～06/13

06/14～06/20

06/21～06/27

06/28～07/11

《児童書》

■ねこかん／ヨコヤマヒロコ

■遊んで学べる算数マジック／

庄司タカヒロ

■のっぺらぼう／杉山 亮

《おすすめ本》
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煙情報利用料は無料ですが、
通信料は自己負担です。

災害情報、通行止め情報、
地震・津波情報などを配信
します。

ＱＲコードが利用できない
場 合は、t-erimo@sg-m.jp
へ空メールしてください。

えりも町
防災情報メール

煙迷惑メールの受信拒否設
定をしている方は、「sg-
m」ドメインからのメール
を受信できるように設定
してください。

毎年行っている小学生向けの水泳教室が、６月

１７日から7月8日まで、毎週月曜日、木曜日の週2

回、えりも町営温水プールで始まります。

水泳教室が初めてのお友達は、まず水になれ、

長くもぐれたり、リラックスして浮けるようにな

ることが上達への近道です。小さいうちに覚えた

泳ぎは大人になっても忘れません。

水泳教室では、前年から参加している子どもに

は認定証が渡されており、その級に応じた下記の

3クラスに分けられています。

Ａクラスは、初心者と水に対して恐怖心があり、

水に浮けない。（前回12級～11級の子どもが対象。

目標は板キック）

Ｂクラスは、水に顔をつけて、バタ足で20㍍

程度泳げる。（前回10級～8級のこどもが対象。

目標はクロール）

Ｃクラスは、クロールで25㍍ 以上泳げる。

（前回7級～1級の子どもが対象。目標は背泳

ぎ、平泳ぎ）

水泳教室の最終日には、泳力検定を行い、子ど

もたちの泳力によって級が決定されます。

参加するみなさんは、一つでも多く進級できる

ようにがんばってください。

※参加者の申込みついては、5月29日で終了しま

したが、参加を検討している方は、社会教育

課体育振興係（町民体育館緯2-4628）までご

連絡ください。

※お子さんの練習を見学をする方は、ロビーで見

学してください。

◆◆生涯学習だより◆◆

水泳教室が始まります陶芸教室スキルアップ教室

5月中旬から始まった陶芸スキルアップ教室に

は16人が参加。帯広の陶芸家佐山由紀江さんよ

り「まずは楽しく取り組むこと、基本をしっかり

と。体をろくろに近づけ、机にしっかりと付け、

中心を考えながら、完成品をイメージしながら作

りましょう」とのアドバイスを受け、各自想いの

思い思いの作品作りに打ち込み、一人ひとり佐山

さんから丁寧に指導を受けました。

昨年の水泳教室、みんなでバタ足を練習中

佐山さんの指導を熱心に聞く参加者
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開
拓
使
が
支
配
し
ま
し
た
が

う
ま
く
い
か
ず
、
明
治
五
年

に
は
福
嶋
屋
が
住
民
の
生
活

物
資
や
産
物
を
仕
込
み
始
め

ま
し
た
。
中
澤
と
福
嶋
屋
と

の
関
係
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
何
ら
か
の
関
わ
り
が

あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
て
い

ま
す
。

中
澤
は
江
戸
時
代
か
ら
漁

業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
七
年
に
は
近
呼
村
（
チ

カ
ヨ
ッ
プ
）
今
の
近
浦
で
鮭

建
網
漁
業
を
行
っ
て
い
る
と

「
え
り
も
町
史
」
に
記
録
が

あ
り
ま
す
。

地
域
の
人
々
か
ら
も
尊
敬

さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
、

石
碑
に
は
「
発
起
人

理
事

田
村
百
太
郎

幌
泉
村
大

字
近
呼
笛
舞
両
村
有
志
建

立
」
と
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ブ
繁
殖
保
護
に
従
事

し
、
明
治
十
六
年
に
は
幌
泉

村
漁
業
組
合
取
締
人
、
村
議

会
議
員
と
し
て
地
方
公
共
に

貢
献
、
教
育
の
改
善
、
産
業

の
振
興
に
尽
力
し
た
功
績
を

記
念
す
る
石
碑
で
す
。

四
一
）
岩
手
県
鍬
ケ
崎
町
（
現

在
の
岩
手
県
宮
古
市
）
に
生

ま
れ
、
安
政
五
年
（
一
八
五

四
）
に
幌
泉
に
移
住
し
て
き

ま
し
た
。
松
浦
武
四
郎
が
え

り
も
を
調
査
し
て
い
た
時
代

で
す
。
え
り
も
地
域
の
商
い

は
函
館
の
商
人
福
嶋
屋
嘉
七

が
請
け
負
っ
て
い
ま
し
た
。

場
所
請
負
制
度
は
明
治
二

年
に
廃
止
さ
れ
、
福
嶋
屋
は

幌
泉
か
ら
一
度
引
き
揚
げ
、

中澤徳兵衛氏の功績を

讃える碑

えりもＭＵＳＥＵＭ
しりょうかん

笛
舞
神

社
に
あ
る

「
中
澤
徳

兵
衛
之
碑
」

で
す
。

中
澤
徳

兵
衛
は
、

江
戸
時
代

天
保
十
二

年
（
一
八

地
震
と
津
波
に
対
す
る

備
え
を
再
確
認

防
災

情
報
版 荏

勝
沖
地
震
か
ら
十
年
、
一
九
七

三
年
（
昭
和
四
十
八
年
）
根
室

半
島
沖
地
震
か
ら
四
十
年
を
む

か
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
震

は
、
北
海
道
太
平
洋
沖
で
発
生

し
た
プ
レ
ー
ト
境
界
型
の
大
地

震
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
二

〇
〇
三
年
十
勝
沖
地
震
で
発
生

し
た
津
波
は
え
り
も
町
庶
野
に

も
押
し
寄
せ
港
が
浸
水
す
る
被

害
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
九
七

三
年
根
室
半
島
沖
地
震
に
よ
っ

て
も
津
波
が
発
生
し
、
根
室
半

島
太
平
洋
沿
岸
に
津
波
が
押
し

寄
せ
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
大

地
震
は
北
海
道
の
太
平
洋
側
の

十
勝
沖
と
根
室
半
島
沖
で
発
生

し
た
最
も
新
し
い
巨
大
地
震
の

ペ
ア
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
過
去
を
振
り
返
る

と
二
〇
〇
三
年
十
勝
沖
地
震
の

前
に
は
一
九
五
二
年
に
も
十
勝

沖
の
同
じ
場
所
で
大
地
震
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
も
津

し
か
し
、
大
地
震
の
発
生
の

仕
組
み
は
そ
う
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
十
七
世
紀
の
前
半
に

発
生
し
た
巨
大
地
震
は
十
勝
側

も
根
室
半
島
側
も
同
時
に
破
壊

し
た
非
常
に
大
き
な
地
震
で
、

そ
の
津
波
は
二
〇
〇
三
年
十
勝

沖
地
震
や
一
九
七
三
年
根
室
半

島
沖
地
震
に
よ
る
津
波
と
は
比

較
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
根
室
半
島

側
で
発
生
し
た
大
地
震
が
根
室

側
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
十
勝
側

ま
で
破
壊
し
、
非
常
に
大
き
な

地
震
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
事

実
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
十
勝
沖
地
震
か

ら
十
年
、
一
九
七
三
年
根
室
半

島
沖
地
震
か
ら
四
十
年
を
む
か

え
、
も
う
一
度
地
震
と
津
波
に

対
す
る
備
え
を
再
確
認
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二

波
で
え
り
も
町
は
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。
根
室
半
島
側
で
は

一
八
九
四
年
に
大
地
震
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
最

近
の
巨
大
地
震
を
見
る
と
十
勝

側
と
根
室
半
島
側
は
別
々
の
大

地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
て
き

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
う
考

え
れ
ば
、
十
勝
側
で
は
二
〇
〇

三
年
に
大
地
震
が
発
生
し
て
か

ら
ま
だ
十
年
し
か
経
過
し
て
い

な
い
の
で
、
ま
だ
次
の
地
震
は

発
生
し
な
い
の
で
は
と
考
え
る

人
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
根

室
半
島
側
は
す
で
に
四
十
年
も

経
過
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
十

勝
側
よ
り
き
っ
と
根
室
側
の
方

が
危
な
い
の
で
は
と
も
考
え
る

人
も
出
て
き
ま
す
。

笛舞神社横に建立

〇
一
三
年
は
二
〇
〇
三

年
（
平
成
十
五
年
）
十

谷岡勇市郎

北海道大学地震火山研
究観測センター 地震
観測研究分野 教授・セ
ンター長、Ph.D。
米国ミシガン大学博士
課程修了後、気象庁気象
研究所研究官、北海道大
学助教授を経て2010年4
月より現職。専門は地
震学（巨大地震・津波）。
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狩
猟
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

管
内
で
行
わ
れ
る
平
成
二
十
五
年
度
の

狩
猟
免
許
試
験
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
一
回
試
験

試
験
日
時

七
月
七
日

九
時
～
十
七
時

受
付
期
間

五
月
二
十
一
日
六
月
二
十
一
日
ま
で

※
郵
送
は
六
月
二
十
四
日
到
着
分
ま
で

●
第
四
回
試
験

試
験
日
時

平
成
二
十
六
年
二
月
二
日九

時
～
十
七
時

受
付
期
間

十
二
月
十
七
日
～

平
成
二
十
六
年
一
月
十
七
日
ま
で

※
郵
送
は
一
月
二
十
日
到
着
分
ま
で

※
場
所
は
い
ず
れ
も
日
高
合
同
庁
舎
で
す
。

※
第
二
回
・
第
三
回
試
験
に
つ
い
て
は
、
管

内
で
の
実
施
は
あ
り
ま
せ
ん
。

六
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
は
、

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番
」

強
化
週
間
で
す
。

い
じ
め
、
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

悪
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
心

配
ご
と
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権

擁
護
委
員
が
対
応
し
、
解
決
に
導
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
時
間

六
月
二
十
四
日
～
二
十
八
日

八
時
三
十
分
～
十
九
時

六
月
二
十
九
日
～
三
十
日十

時
～
十
七
時

●
相
談
先

緯
〇
一
二
〇
‐
〇
〇
七
‐
一
〇
〇

（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
六
月
の
巡
回
相
談
日
時

六
月
十
七
日

十
時
～
正
午

●
お
問
い
合
わ
せ
先

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
「
う
い
ず
」

〒
〇
五
七
‐
〇
〇
三
二

浦
河
町
向
が
丘
西
二
丁
目
五
六
八
‐
六
六

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
六
二
四
六

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

Ｅ
‐
メ
ー
ル

u
iz
u
@
u
-k
o
u
y
o
u
e
n
ｋ
.jp

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所

「
う
い
ず
」
の
巡
回
相
談

町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
困
り
ご

と
や
相
談
に
答
え
る
た
め
、
相
談
支
援
事

業
所
「
う
い
ず
」
へ
支
援
業
務
を
委
託
し

て
い
ま
す
。
来
所
や
電
話
、
訪
問
に
よ
る

相
談
の
ほ
か
、
月
に
一
度
、
役
場
保
健
セ

ン
タ
ー
で
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お

夏
山
の
遭
難
防
止

山
登
り
、
体
力
、
技
量
を
考
え
て

山
の
雪
解
け
と
と
も
に
、
登
山
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
山
に
出
か
け
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。

山
岳
遭
難
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
点
に

ご
注
意
下
さ
い
。

■
登
山
を
す
る
時
は
、
十
分
な
装
備
と
ゆ

と
り
の
あ
る
計
画
を
立
て
、
自
分
の
体
力

や
技
量
に
合
わ
せ
た
登
山
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

■
登
山
計
画
書
を
作
成
し
、
最
寄
り
の
警

察
署
や
交
番
、
駐
在
所
に
提
出
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
家
族
や
職
場
に
も
登
山
計
画

書
の
写
し
を
渡
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

登
山
計
画
書
は
、
浦
河
警
察
署
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
地
域
係
」
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.u
ra
k
a
w
a
-sy
o
.p
o
lic
e
.p
r

e
f.h
o
k
k
a
id
o
.lg
.jp
/k
a
k
u
k
a
/c
h
iik
i/to

za
n
k
e
ik
a
k
u
sy
o
.p
d
f

■
経
験
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
複
数
で

の
登
山
に
努
め
、
単
独
で
の
登
山
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

■
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
鈴

な
ど
の
音
が
出
る
も
の
を
携
行
し
、
さ
ら

に
万
が
一
に
備
え
て
携
帯
電
話
な
ど
の
通

信
手
段
も
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
警
察
署

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
〇
一
一
〇

外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間

六
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月

間
」
で
す
。

外
国
人
は
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」
適
正

に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め
ら
れ

る
か
在
留
資
格
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
外
国
人
の
雇
入
れ
と
離
職
は
、
必
ず
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

③
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め
適
正
な

雇
用
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

焔
浦
河
公
共
職
業
安
定
所

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
三
〇
三
六

焔
浦
河
労
働
基
準
監
督
署

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
二
一
一
三

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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税
務
職
員
募
集

札
幌
国
税
局
で
は
、
次
の
と
お
り
税
務

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

高
校
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
高
校
卒
業

三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

●
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

六
月
二
十
四
日
～
七
月
三
日

申
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji-sh
ik
e
n
.g
o
.jp
/ju

k
e
n
.h
tm
l

・
郵
送
又
は
持
参

六
月
二
十
四
日
～
六
月
二
十
八
日

人
事
院
北
海
道
事
務
局

〒
〇
六
〇
‐
〇
〇
四
二

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
二
丁
目

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
国
税
局
人
事
第
二
課
採
用
担
当

緯
〇
一
一
‐
二
三
一
‐
五
〇
一
一

様
似
高
校
で
は
「
閉
校
式
典
」
及
び

「
感
謝
の
集
い
」
を
平
成
二
十
五
年
十
一

月
九
日
に
行
い
ま
す
。

時
間
や
場
所
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

●
閉
校
式
典

焔
時
間

十
四
時
～

様
似
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

焔
場
所

様
似
高
校

●
感
謝
の
集
い

焔
時
間

十
六
時
三
十
分
～

焔
場
所

様
似
中
央
公
民
館

●
お
問
い
合
わ
せ
先

様
似
高
校

閉
校
事
業
協
賛
会

緯
〇
一
四
六
‐
三
六
‐
三
〇
〇
六

川合 慧ちゃん
か わ い けい

（晃司・真弓）
Ｈ24.6.12生(新浜)

きかん坊の暴れん坊で

す。どこでもグイグイ

攻めます概

あつまれ！一歳児

すくのび
「すくのび」は、「すくす
くのびのび育って」の願い
を込めたタイトルです。

三谷優菜ちゃん
み つ やゆ う な

（秀樹・恵）
Ｈ24.6.26生(東洋)

運動大好き。元気な

女の子です。お誕生

日おめでとう。

福嶌 蓮ちゃん
ふくしま れん

（佑記・亜寿香）
Ｈ24.6.20生(えりも岬)

食べることとパパが大

好き竃元気でやんちゃ

な男の子です竃

小山内琴音ちゃん
お さ な いこ と ね

（真行・理恵）
Ｈ24.6.23生(庶野)

機嫌がいいと顔をク

シャッとして笑ってく

れます。

平
成
二
十
五
年
度
全
国
安
全
週
間

平
成
二
十
五
年
度
全
国
安
全
週
間
が

「
高
め
よ
う

一
人
ひ
と
り
の
安
全
意
識

み
ん
な
の
力
で
ゼ
ロ
災
害
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
六
月
一
日
～
六
月
三
十
日
を
準
備
月

間
、
七
月
一
日
～
七
月
七
日
を
本
週
間
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お

い
て
労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
に
つ
い
て

認
識
を
さ
ら
に
深
め
、
安
全
活
動
の
着
実

な
実
行
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
労
働
基
準
監
督
署

監
督
・
安
衛
課

安
全
衛
生
係

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
二
一
一
三

国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金

国

民

年

金

基

金

国
民
年
金
基
金
は
、
老
後
に
受
け
取
る

国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
の
不
足
分

を
補
う
た
め
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
創
設

さ
れ
た
公
的
年
金
で
す
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る
の
は
、

次
の
条
件
も
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

煙
二
十
歳
～
六
十
歳
未
満
の
方

煙
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

（
農
業
者
年
金
加
入
者
は
除
く
）

煙
道
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

※
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
六
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
方
で
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

【
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
】

①
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
と
な
り

税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
加
入
し
た
と
き
の
掛
け
金
や
受
け
取
る

年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
に

合
わ
せ
た
年
金
設
計
が
で
き
ま
す
。

③
保
証
付
に
加
入
し
た
方
が
保
証
期
間
内

に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
遺
族
の
方
に
一

時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
国
民
年
金
基
金

緯
〇
一
二
〇
‐
六
五
‐
四
一
九
二

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

電
気
料
値
上
げ
認
定
申
請
等
に
係
る

「
公
聴
会
」
及
び
「
国
民
の
声
」

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
四
日
、
北
海

道
電
力
株
式
会
社
が
経
済
産
業
大
臣
に
電

気
料
値
上
げ
認
可
申
請
等
を
行
い
ま
し
た
。

申
請
に
伴
い
、
経
済
産
業
省
で
は
、
公

聴
会
を
札
幌
市
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
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弁護士相談センター無料相談（事前予約制）

時 間日 程会 場

13：15
～

16：15

6月18日
えりも相談所
（保健センター）

7月9日様似相談所

7月2日浦河相談所

13：30
～

16：30

6月12日・17日・19日・24日・26日・
7月1日・3日・8日・10日

静内相談所

月曜日～金曜日／10：00～16：00
緯0146-42-8373

予 約 受 付

山
な
る
や
き
ょ
う
の
す
べ
て
は
春
嵐

雪
晴
れ
や
見
知
ら
ぬ
人
に
も
話
し
か
け

明
日
は
も
う
旅
立
ち
の
日
や
春
の
月

あ
す

余
生
い
ま
一
人
を
か
こ
つ
干
し
鰈
か
れ
い

白
鳥
の
岬
大
き
く
北
を
指
し

は
く
ち
ょ
う

春

昼
や
針
の
先
よ
り
眠
く
な
り

し
ゅ
ん
ち
ゅ
う

（
え
り
も
吟
社
）

蛯
名

渚

川
村

和
子

手
塚

澄
子

鈴
木

周
子

長
岡

青
風

石
森
美
恵
子

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

り
ま
す
。

●
行
政
の
苦
情
や
意
見
公
平
な
立
場
で

（
七
ペ
ー
ジ
）

行
政
相
談
員

運
上
雅
裕
さ
ん
の
連
絡

先
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
い
連
絡

先
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先

緯
二
‐
三
〇
三
二

●
新
採
用
職
員
紹
介
（
八
ペ
ー
ジ
）

新
採
用
職
員
の
係
名
と
名
前
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

誤

総
務
課
商
務
係
兼
職
員
係
厚
生
係
兼

●

財
政
改
革
推
進
室
行
革
係

正

総
務
課
庶
務
係
兼
職
員
厚
生
係
兼
行

●

財
政
改
革
推
進
室
行
革
係

誤

高
橋
美
希
さ
ん

●

●

正

髙
橋
未
希
さ
ん

●

●

◆◆ お知らせ◆◆

住
宅
改
修
工
事
補
助
事
業

え
り
も
町
住
宅
改
修
工
事
等
補
助
事
業

の
予
算
が
残
り
四
百
六
十
二
万
一
千
円

（
五
月
二
十
一
日
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
予
定
の
あ
る
方
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
建
築
管
財
係

緯
二
‐
二
一
一
四

樺
ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

焔
坪
川
敬
二
さ
ん
（
新
浜
）

新
浜
自
治
会
へ

五
万
円

新
浜
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

焔
井
上
末
子
さ
ん
（
新
浜
）

あ
け
ぼ
の
自
治
会
へ

五
万
円

本
町
老
人
ク
ラ
ブ
親
友
会
へ

五
万
円

焔
金
丸
重
幸
さ
ん
（
え
り
も
岬
）

え
り
も
岬
連
合
自
治
会
へ

五
万
円

ま
た
、
公
聴
会
に
参
加
で
き
な
い
方
か

ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
用
い
て
ご
意

見
等
を
募
集
す
る
「
国
民
の
声
」
の
制
度

も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
北
海
道
電
力
株
式
会
社
に
よ
る
電
気
料

値
上
げ
認
定
申
請
等
に
係
る
公
聴
会

h
ttp
://w

w
w
.m
e
ti.g
o
.jp
/p
re
ss/2

0

1
3
/0
4
/2
0
1
3
0
4
2
4
0
0
3
/2
0
1
3
0
4
2
4

0
0
3
.h
tm
l

●
北
海
道
電
力
株
式
会
社
の
電
気
料
金
値

上
げ
認
定
申
請
等
に
係
る
「
国
民
の
声
」

h
ttp
://w

w
w
.m
e
ti.g
o
.jp
/p
re
ss/2

0

1
3
/0
4
/2
0
1
3
0
4
2
4
0
0
2
/2
0
1
3
0
4
2

4
0
0
2
.h
tm
l

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
経
済
産
業
局

資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
部

電
気
・
ガ
ス
事
業
室

担
当

東
田
、
高
橋

緯
〇
一
一
‐
七
〇
九
‐
二
三
一
一

（
内
線

二
七
〇
四
）

え
り
も
岬
老
人
ク
ラ
ブ
へ

五
万
円

や
ま
と
苑
へ

五
万
円

焔
盛
合
猛
さ
ん
（
東
洋
）

東
洋
第
一
自
治
会
へ

五
万
円

焔
山
本
文
一
さ
ん
（
本
町
）

住
吉
自
治
会
へ

三
万
円

や
ま
と
苑
へ

十
万
円

★
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

坪
川
敬
二
さ
ん（
新
浜
）

三
万
円

井
上
末
子
さ
ん（
新
浜
）

三
万
円

金
丸
重
幸
さ
ん（
え
り
も
岬
）

五
万
円

お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

五
月
号
に
掲
載
し
た
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂
正
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
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金木水火月
6/76/66/56/46/3

午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○(①参照)外科
○○○○○庶野診

6/146/136/126/116/10
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○(①参照)○外科
午前のみ○○13～15時医師不在○庶野診
6/216/206/196/186/17
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○(①参照)○外科
○○○○休 診庶野診

6/286/276/266/256/24
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○(②参照)午前のみ（②参照）午前のみ（②参照）○○外科
○○○○○庶野診
7/57/47/37/27/1

午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科
○○○○○庶野診

北海道・えりも町企画課 住所：北海道幌泉郡えりも町字本町２０６番地 電話：０１４６６-2-2111

Eメール：erimo@sage.ocn.ne.jp FAX：０１４６６-2-4633 発行日：平成２5年6月3日

６人

近 浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,614人 女 2,625人）

（平成25年4月30日現在）

174人

285人

979人

909人

712人

356人

397人

550人

719人

158人

5,239人

68世帯

115世帯

430世帯

403世帯

308世帯

132世帯

131世帯

209世帯

274世帯

76世帯

2,146世帯

転入 転出46人 26人

出生 死亡4人 6人

月 の 税の う ご き 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

6月の行事

町立診療所・庶野診療所の診療表
●受付時間・電話番号

庶野診療所(緯4-2219)

09時00分～11時30分

14時00分～16時30分

町立診療所(緯2-2265)

0８時30分～11時30分

13時00分～16時30分

○印は午前・午後とも診察

4
日

8
日

9
日日

12
日
14

日
15

日
16

日
20

日
22

①次の日は、学校健診のため、外科の午後からの診察は15時30分か

らとなります。（6/3・6/11・6/18）

②6/26～28の外科は、医師学会出席のため代替医師となります。

町 立
診療所

都合により、診療
表が急遽変更となる
場合もあります。
ご了承ください。

６ 月 の 税税 の 納 期
◆町道民税 第１期

（納期限 平成２5年7月1日）

管
内
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表
会

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
／

時
～
）

10

笛
舞
小
学
校
運
動
会
（
笛
舞
小

／
9
時
～
）

え
り
も
緑
化
事
業

周
年
記
念

60

事
業
植
樹
祭
（
風
の
館
／

時
14

～
・
9
日
え
り
も
岬
・
庶
野
9

時
～
）

風
の
館
開
館
記
念
鍋
提
供
（
風

の
館
／
9
時
～
）

高
校
生
か
ふ
ぇ
（
風
の
館
／
9

時
～
）

運
転
免
許
更
新
時
講
習
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
優
良

時
～

時

13

１３

分
・
一
般

時
～

時
）

30

１４

15

教
科
書
展
示
会
（
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
9
時
～

日
ま
で
※
火

28

曜
休
館
日
）

え
り
も
小
学
校
、
え
り
も
岬
小

学
校
・
保
育
所
・
連
合
自
治
会

合
同
大
運
動
会
（
え
り
小
9
時

～
／
え
り
も
岬
小
8
時

分
～
）

45

東
洋
小
学
校
運
動
会
（
東
洋
小

／
9
時
～
）

戦
没
者
追
悼
式
（
福
祉
セ
ン

タ
ー
／

時
～
）

11

第
２
回
定
例
会
（
役
場
庁
舎
議
場

時

分
～
／

日

時
～
）

10

30

21

10

わ
ら
し
ゃ
ん
ど
・
え
り
も
ま
る

ご
と
自
然
体
験
（
町
内
／
8
時

分
～
）

30

③6/14は午後から休診です。

④6/11は13時～15時まで医師不在となります。

（時間が前後する場合もあります）

庶 野
診療所


